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隕石の近赤外波長域を含む反射スペクトルの主成分分析および岩石学的分類との比較
Preliminary results of principal component analysis on visible near-infrared reflectance
spectra of meteorites with comparison to the petrological classification
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小惑星の分類は地上および宇宙望遠鏡によって観測される反射スペクトルに基づいており，小惑星の構成物質
に制約を与えるために多くの研究がなされてきた．Tholen [1]は，初めて小惑星を主成分分析に基づき，8色の
反射スペクトル（波長域0.33－1.1μm）を用いて13種類の型に分けた．DeMeo et al. [2]も主成分分析によって
41色の反射スペクトル（波長域0.45－2.45μm）を用いてさらに詳しく27種類の型に分けた．隕石が岩石学的に
Groupレベルで45種類に分類されていることを考慮すると[3]，Tholen [1] からDeMeo et al. [2]にかけて小惑
星の型が増えたことは，小惑星を岩石学的特徴が既知の隕石と対応させるために重要である．このことは，反
射スペクトルの分類において用いるデータの波長範囲と波長分解能が重要であることを意味している． 
Britt et al.[4]は，Eight Color Asteroid Survey（8色）で得られた103個の小惑星の反射スペクトル（波長
域0.33－1.1μm）と，室内実験で測定された411個の隕石の粉末試料のスペクトル（波長域0.33－1.1μm）につい
て，主成分空間上で比較を試みた．その結果，V型小惑星とHED隕石は比較的よく対応したが，小惑星と隕石の
大部分を占めるS型小惑星と普通隕石，およびC型小惑星と炭素質隕石の対応関係は良くないと報告してい
る．しかし，Britt et al.[4]では反射スペクトルを1.1 μm までしか用いておらず，主要構成鉱物であるかん
らん石と輝石の違いが明瞭となる2 μm 付近の強い吸収[5]を用いていないため，隕石の分類すらできているの
か不明である．本研究では，隕石のより広い波長帯，高い波長分解能（41色）の反射スペクトルデータを用い
て主成分分析をおこなうことで，隕石の反射スペクトルと従来の岩石学的な分類との対応関係を明らかにす
る． 
隕石のスペクトルデータは，ブラウン大学のRELABのデータベース[6]から，分類が定まっている709個の隕石を
利用する．波長0.45～2.45 μm の範囲の反射スペクトルのデータを使用し，主成分分析を行った．PC1における
最大・最小値は炭素質コンドライトとオーブライトであったが，オーブライトはPC1上では幅広く分布してい
る．PC1の分散に寄与しているのは0.9 μm付近の吸収であり，輝石とかんらん石の吸収である．PC2は0.9 μmと2
μm付近の吸収の寄与が大きい．PC1をみると始原隕石のうち，普通コンドライトとユレライト隕石と炭素質コン
ドライトは近接しているが，普通コンドライトと炭素質コンドライトの間にユレライト隕石が存在してお
り，PC1は隕石の始原性を表していると考えられる．太陽系初期の情報を持つ始原隕石と，大規模な溶融・分化
を経験した分化隕石（HEDおよび火星）がPC2において優位に区別することができた．それぞれの隕石の主な構
成鉱物は輝石やかんらん石であるが，鉱物の比率や粒形，化学組成は大きく異なっており，吸収スペクトルに
おいても反射率や吸収の位置が大きく異なる．特に2 μm付近に観察される吸収は輝石のみに由来するた
め，PC2の分散は輝石の量比が大きく寄与していると考えられる．今回の波長範囲を伸ばした隕石のスペクトル
分析により，PC1およびPC2を利用することで，岩石学的分類[3]のうち主要な隕石種(e.g., C, O,
Achondrite)に関してはClass以上の部分の見分けが可能である． 
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